
□
映
像
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
８
月
12
日
貍
午
前
10
時

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
　
内
容

＝
「
島
唄
の
世
界
」（
登
川
誠
仁
主

演
）

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
８
月
18
日
貊
午
後
2
時
　

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
　
内
容

＝
ア
ニ
メ
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の

伝
記
」（
宮
澤
賢
治
原
作
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
蕁
２
３
０
―
９
０
９
４

へ
。前

橋
テ
ル
サ
で
は
、
話
し
方
と

パ
ソ
コ
ン
の
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

県
民
広
場
や
県
庁
前
通
り
な

ど
で
「
上
州
の
夏
祭
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
八
月
二
十

日
豸
は
正
午
か
ら
午
後
六
時
ま

で
、
県
庁
前
通
り
の
群
馬
会
館

前
か
ら
秋
葉
写
真
館
前
ま
で
通

行
止
め
に
。
来
場
に
は
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
19
日
貍
・
20
日
豸
、

だ
ん
べ
え
踊
り
や
フ
リ
マ
な
ど

「
上
州
の
夏
祭
り
」
盛
大
に

午
後
５
時
〜
９
時
（
20
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
）

会
場
＝
県

庁
、
県
民
広
場
、
県
庁
前
通
り
な

ど
　
内
容
＝
郷
土
芸
能
、
だ
ん
べ

え
踊
り
、
浴
衣
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

公
開
結
婚
式
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
上
州
の
夏
祭

り
実
行
委
員
会
（
県
都
市
計
画
課

内
）
蕁
２
２
６
―
３
６
６
５
ヘ
。

□
る
な
ぱ
あ
く
利
用
者
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
発
着
点
変
更

八
月
二
十
日
豸
、
る
な
ぱ
あ

く
来
園
者
の
た
め
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
は
市
役
所
駐
車
場
間

で
は
な
く
、
旧
共
愛
学
園
跡
地

に
変
更
し
て
発
着
。
な
お
、
学

園
の
門
は
午
後
六
時
三
十
分
に

閉
ま
り
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
る
な
ぱ
あ

く
蕁
２
３
１
―
６
７
７
４
へ
。

短
期
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
26
日
貍
漓
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
滷
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
　
会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ
　
対

象
＝
一
般
、
先
着
各
十
六
人
　
内

容
＝
漓
は
好
感
を
与
え
る
話
し
方

（
話
術
入
門
）
滷
は
エ
ク
セ
ル
便

利
技
〜
ピ
ボ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
　
参

加
費
＝
漓
は
二
千
円
滷
は
四
千
円

（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

申
し

込
み
＝
同
館
蕁
２
３
１
―
３
２
１

１
へ前

橋
テ
ル
サ
で
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
19
日
貍
午
後
０
時
30

分
〜
１
時
　
会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

内
容
＝
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
へ

の
誘
い

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
館
蕁
２
３

１
―
３
２
１
１
へ
。

日
時
＝
９
月
13
日
貉
午
前
９
時
30

分
、
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
南
口
集
合
　
コ

ー
ス
＝
産
泰
神
社
蝸
大
室
公
園
蝸

二
宮
赤
城
神
社
蝸
女
堀
　
対
象
＝

一
般
、
三
十
五
人
（
抽
選
）

参

加
費
＝
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
し
込
み
＝
８
月
31
日
貅
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

３
７
１
―
０
０
２
２
前
橋
市
千
代

田
町
二
丁
目
八
―
二
二
・
に
ぎ
わ

い
観
光
課
（
蕁
８
９
０
―
６
６
０

６
）
へ

本
年
度
の
公
共
下
水
道
事
業
の

分
担
金
納
期
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
一
括
納
付
と
分
割
納
付
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
八
月
上
旬
に

郵
送
す
る
納
入
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

納
期
＝
〈
一
括
納
付
・
一
期
〉
８

月
31
日
貅
ま
で
〈
二
期
〉
10
月
２

日
豺
〜
31
日
貂
〈
三
期
〉
12
月
１

日
貊
〜
来
年
１
月
４
日
貅〈
四
期
〉

来
年
２
月
１
日
貅
〜
28
日
貉

○
…
問
い
合
わ
せ
は
下
水
道
建
設

課
蕁
８
９
０
―
３
０
６
３
へ
。

家
庭
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で
有

効
期
間
が
八
年
と
定
め
ら
れ
、
期

間
内
に
交
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
該
当
す
る
家
庭
に
は
、
水

道
局
の
委
託
者
か
市
契
約
工
事
事

業
者
が
交
換
に
訪
問
し
ま
す
。
メ

ー
タ
ー
付
近
に
物
な
ど
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用

は
無
料
で
す
。

な
お
、
委
託
者
は
身
分
証
明
書

を
持
ち
、
市
契
約
工
事
事
業
者
は

水
道
局
所
定
の
腕
章
を
し
て
い
ま

す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
業
務
課

蕁
８
９
０
―
３
０
５
２
へ
。

友
好
都
市
・
萩
市
な
ど
を
訪
ね

る
「
市
民
の
翼
〜
萩
・
津
和
野
と

安
芸
の
宮
島
の
旅
」
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
９
月
24
日
豸
〜
26
日
貂（
二

泊
三
日
）

コ
ー
ス
＝
大
和
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
蝸
宮
島
厳
島
神
社
蝸
広

島
市
蝸
津
和
野
蝸
萩
市
蝸
秋
芳
洞

蝸
山
口
市
蝸
常
栄
寺
　
対
象
＝
一

般
、
先
着
八
十
人
　
参
加
費
＝
五

万
九
千
八
百
円
　
申
し
込
み
＝
８

月
20
日
豸
ま
で
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
前
橋
支

店
蕁
２
２
４
―
４
１
１
３
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
に
ぎ
わ
い
観

光
課
蕁
８
９
０
―
６
６
０
６
へ
。

□
尾
崎
亜
美
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
12
月
９
日
貍
午
後
６
時
　

内
容
＝
自
ら
作
詞
作
曲
し
ほ
か
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
も
楽
曲
を
提
供

す
る
な
ど
多
く
の
名
曲
を
生
み
出

し
た
尾
崎
亜
美
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー

三
十
周
年
を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
　
入
場
料
＝
四
千
円
（
全
席
指

定
）

前
売
り
＝
８
月
20
日
豸
か

ら
同
館
で

□
後
期
公
民
館
講
座

講
座
名
＝
漓
未
来
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
目
指
し
て
滷
バ
ラ
ガ
イ

ド
養
成
澆
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
午
前
）

潺
同
（
午
後
）

日
時
＝
漓
は
10

月
６
日
〜
12
月
８
日
の
金
曜
八
回

滷
は
11
月
24
日
〜
来
年
３
月
16
日

の
金
曜
十
回
澆
は
10
月
６
日
〜
12

月
22
日
の
金
曜
十
回
、
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
潺
は
同
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
市

内
在
住
・
在
勤
の
学
生
を
除
く
十

八
歳
以
上
、
漓
滷
は
各
二
十
五
人

（
抽
選
）
澆
潺
は
パ
ソ
コ
ン
未
経

験
者
、
各
三
十
五
人
（
同
）

参

加
費
＝
無
料
（
教
材
費
な
ど
は
実

費
負
担
）

申
し
込
み
＝
８
月
31

日
貅
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
（
一
人
一
通
）。
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―
０

０
２
６
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
三

―
六
・
中
央
公
民
館
「
公
民
館
講

座
係
」
へ

□
12
月
〜
来
年
３
月
の
部
屋
利
用

十
二
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
の

部
屋
利
用
を
受
け
付
け
ま
す
。
希

望
す
る
団
体
の
代
表
者
は
、
直
接

中
央
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
受
付
日
以
降
は
土
日
曜
・

祝
日
を
除
く
執
務
時
間
内
に
同
館

へ
。
な
お
、
臨
江
閣
は
工
事
中
の

た
め
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

蘆
ホ
ー
ル
・
学
習
室
・
会
議
室
・

和
室
・
美
術
室
・
音
楽
室
な
ど

利
用
曜
日
・
受
付
日
時
＝
〈
日
曜

〜
火
曜
〉
９
月
12
日
貂
〈
水
曜
〉

９
月
13
日
貉
〈
木
曜
〉
９
月
14
日

日
貅
〈
金
土
曜
〉
９
月
15
日
貊
、

ホ
ー
ル
・
学
習
室
・
会
議
室
・
和

室
な
ど
は
午
前
９
時
、
美
術
室
は

午
後
１
時
、
音
楽
室
は
午
後
１
時

30
分

蘆
調
理
実
習
室

受
付
日
時
＝
９
月
11
日
豺
午
前
９

時□
第
13
回
萩
原
朔
太
郎
賞
受
賞
者

展
覧
会
「
荒
川
洋
治
〜
『
娼
婦
論
』

か
ら
『
心
理
』
ま
で
」

日
時
＝
８
月
12
日
貍
〜
９
月
18
日

豺
（
９
月
18
日
以
外
の
月
曜
を
除

く
）、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

内
容
＝
昨
年
萩
原
朔
太
郎
賞
を
受

賞
し
た
現
代
詩
作
家
・
荒
川
洋
治

さ
ん
の
詩
作
品
・
エ
ッ
セ
イ
・
評

論
や
本
人
が
影
響
を
受
け
た
書
物

な
ど
を
展
示
し
紹
介
　
入
場
料
＝

〈
常
設
展
共
通
〉
一
般
五
百
円
、

高
校
・
大
学
生
二
百
円
、
小
中
学

生
百
円
〈
企
画
展
の
み
〉
一
般
三

百
円
、
高
校
・
大
学
生
百
円
、
小

中
学
生
五
十
円

□
荒
川
洋
治
講
演
「
詩
と
感
想
」

日
時
＝
８
月
26
日
貍
午
後
２
時
　

対
象
＝
一
般
、
先
着
百
人
　
内
容

＝
現
代
詩
作
家
・
荒
川
洋
治
さ
ん

が
詩
に
つ
い
て
講
演
　
申
し
込
み

＝
当
日
会
場
へ
直
接

□
お
話
の
会

日
時
＝
８
月
12
日
貍
午
後
２
時
　

内
容
＝
「
は
じ
め
て
の
ぼ
う
け
ん
」

「
む
し
の
た
の
し
み
」
な
ど
　
出

演
＝
萌
え
ぎ
の
会

□
思
い
出
の
映
画
劇
場

日
時
＝
８
月
16
日
貉
午
後
２
時
　

内
容
＝
「
八
月
の
狂
詩
曲

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

」（
黒
澤

明
監
督
）

日
時
＝
９
月
９
日
〜
30
日
の
土
曜

四
回
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
　

会
場
＝
林
服
飾
編
物
学
院
（
表
町

一
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着

二
十
人
　
内
容
＝
秋
の
ボ
レ
ロ
作

り
　
参
加
費
＝
五
百
円
（
材
料
費

は
実
費
負
担
）

申
し
込
み
＝
８

月
５
日
貍
か
ら
同
校
蕁
２
２
１
―

５
９
９
３
へ
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中
央
公
民
館

蕁
２
２
３
―
３
８
１
８

市
立
図
書
館

蕁
２
２
４
―
４
３
１
１

前
橋
文
学
館

蕁
２
３
５
―
８
０
１
１

大
胡
分
館

蕁
２
８
３
―
１
１
０
０

市
　
　
民

文
化
会
館

パソコン初歩から分かりやすく

曜
・
祝
日
の
翌
日
を
除
く
）、
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
　
会
場
＝

高
崎
市
美
術
館
（
八
島
町
）

観
覧
料
＝
一
般
五
百
円
、
高
校
・

大
学
生
三
百
円
、
小
中
学
生
二

百
円

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
館
蕁
０

２
７
―
３
２
４
―
６
１
２
５
へ
。

目
の
錯
覚
を
利
用

ト
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト

高
崎
市
美
術
館
で
は
、「
ト
リ

ッ
ク
・
ア
ー
ト
の
世
界
」
を
開

催
し
ま
す
。
視
覚
の
構
造
に
問

題
を
投
げ
掛
け
た
戦
後
日
本
作

家
の
絵
画
や
彫
刻
、
ブ
ロ
ン
ズ

な
ど
を
紹
介
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
９
月
６
日
貉
ま
で
（
月

絵画や彫刻40点を紹介

作
っ
て
み
よ
う

お
し
ゃ
れ
な
ボ
レ
ロ

コ
ン
サ
ー
ト
と
名
画

プ
ラ
ザ
で
上
映

テ
ル
サ
ロ
ビ
ー
で

ギ
タ
マ
ン
の
調
べ

学
び
ま
せ
ん
か

話
し
方
と
エ
ク
セ
ル

城
南
地
区
の
名
所

大
室
公
園
な
ど
巡
る

委
託
者
な
ど
が
訪
問

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換

下
水
道
の
分
担
金

納
入
通
知
送
り
ま
す

安産と子育てで名高い産泰神社

軈
市
民
の
翼
軋
で

萩
と
宮
島
へ


